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現行計画（第２次宇都宮市環境基本計画）に掲げる社会像ごとの課題の整理 

 

 ① 低炭素 

前期計画の評価 アンケート調査結果 地域特性 関連動向 
まとめ 

現状や課題等 キーワード 現状や課題等 キーワード 現状や課題等 キーワード 現状や課題等 キーワード 

・「公共交通の利用促進策」は，

これまでの取組成果が表れ

始めているが，目標達成に

向けて，更なる取組の充実

が必要 

 

・小水力の利活用など「新た

な地産地消エネルギー施策

の展開」や，バイオマス資

源を活用した「低炭素型地

域産業の振興」などは，現

時点で取組が不足している

状況が見られることから，

取組の見直しが必要。 

 

ア．モビリティ

政策の強

化 

 

 

イ．エネルギ

ーの地産地

消 

 

ウ．環境と経

済の両立 

 

・市が目指すべき将来の環境都

市の姿として，「尐ないエネ

ルギー消費で環境への負荷

を減らしながら，エコで快適

な日常生活と，環境と両立し

た経済活動ができるまち」を

望む声が高い。 

 

 

・市民・事業者ともに，省エネ

ルギーなどのエネルギー問

題への関心，気候変動による

異常気象等への対応といっ

た安全への関心が高くなっ

ている。 

 

・再生可能エネルギーの普及促

進や，地域や個々の自宅・事

業者において自立したエネ

ルギーの確保が求められて

いる 

 

・ごみの分別や省エネ行動など

身近な環境配慮行動が根付

いてきており，引き続き，よ

り多くの市民に環境配慮行

動の維持・定着を図ることが

必要 

 

・エコカーやエコドライブへの

関心は高いが，自転車・バス

等への利用が進んでおらず，

ライフスタイルの転換が必

要 

 

 

 

エ．省エネル

ギーの推進 

 

ウ．環境と経

済 の 両 立

（再掲） 

 

 

 

 

オ．安全・安

心 

 

 

 

カ．再生可能

エネルギー

の利活用の

促進 

 

 

キ．自立分散

型エネルギ

ーの確保 

 

ク．環境配慮

行動 

 

 

 

ケ．環境に配

慮したライ

フスタイル

への転換 

 

・単身や高齢者世帯の増加によ
る，一人当たりのエネルギー
使用量の増加が想定される
ため，環境負荷低減策の検討
が必要 

 
・人口集中地区（ＤＩＤ）の面
積拡大と人口密度の低下に
より，人やモノ・自動車の移
動距離の増加とそれに伴う
燃料消費量の増加が想定さ
れることや，エネルギー利用
の合理化の観点から，コンパ
クトなまちづくりにおいて，
交通やインフラ面における
環境負荷削減策の検討が必
要 

 
・地球温暖化の影響により生じ
る異常気象や災害等の増加
が想定されるため，温室効果
ガス排出削減策や，安全で安
心して生活できる仕組みの
構築が必要 

 
・地域のポテンシャルや特性を
生かした，再生可能エネルギ
ーなどの導入促進策が重要 

 
・温室効果ガスの排出量は年々
増加傾向にあり，原因を分析
のうえ，分野横断的な連携に
よる施策の検討が必要 

 
・自転車によるまちづくりの推
進など，自動車依存社会から
の脱却と，温室効果ガス排出
削減策の検討が重要。また，
観光・健康等との相乗効果が
見込める分野横断的な環境
施策の検討が必要 

コ．価値観の

多様化や高

齢化への対

応 

 

エ．省エネル

ギーの推進

（再掲） 

 

 

サ．コンパクト

シティ 

 

 

 

 

オ．安全・安

心（再掲） 

 

 

 

 

カ．再生可能

エネルギー

の利活用の

促進（再掲） 

 

 

 

 

シ．分野横断

的な施策の

展開 

・次世代自動車や蓄電池・ＩＣ

Ｔなどの新たな環境技術を

取り入れるとともに，スマー

トコミュニティやスマート

シティの考え方を取り入れ

たまちづくりや社会全体の

構築が必要 

 

・再生可能エネルギーの固定価

格買取制度の動向を注視す

る必要がある 

ス．技術革新

への対応 

 

セ．ICT の活用 

 

キ．自立分散

型エネルギ

ーの確保

（再掲） 

 

ソ．スマートコ

ミュニティ・

シティ（地域

単位でのエ

ネギーの有

効利用） 

 

カ．再生可能

エネルギー

の利活用の

促進（再掲） 

 

・ 市民・事業者ともに，エネルギーに

対する意識は高いものの，高齢者世

帯の増加などより，今後，家庭部門

におけるエネルギー使用量の増加

が想定されることから，省エネルギ

ー型のライフスタタイルへの転換や

再生可能エネルギーの導入等が必

要 

 

エ，カ，ク，ケ，コ 

 

・ 依然として自動車依存度が高いこと

から，環境負荷の少ない公共交通の

整備や，多様なモビリティとの連携な

ど，ネットワーク型コンパクトシティの

形成に合わせた環境負荷低減策の

充実が必要 

 

ア，ケ，サ 

 

・ 今後，増加が想定される異常気象

や災害へのリスクに対応するととも

に，都市全体のエネルギーセキュリ

ティを確保するため，安全・安心が図

られたまち・社会の構築が必要 

 

      オ，キ，ス，セ，ソ 

 

・ 次世代の環境・エネルギー関連技

術の活用推進のほか，地域特性を

活かした地産地消エネルギー施策

の実施，新たな雇用を生み出す低炭

素型地域産業の創出など，環境と経

済が両立する施策の展開が必要  

 

イ，ウ，シ，ス，セ 

参考資料１ 
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② 循環利用 

前期計画の評価 アンケート調査結果 地域特性 関連動向 
まとめ 

現状や課題等 キーワード 現状や課題等 キーワード 現状や課題等 キーワード 現状や課題等 キーワード 

・「ごみの発生抑制の推進」や

「適正な資源循環利用の推

進」に向けて，分別強化や

リサイクル運動等に取り組

み，ごみの最終処分量の削

減など，目標達成に向けて

概ね順調に進捗している

が，「事業系ごみの資源化の

推進」については，取組が

遅れていることから，事業

者と連携した取組強化が必

要 

 

ア．2Rが進む

社会システ

ム 

 

イ．市民・事業

者・行政の

連携 

 

・身近な環境について概ね満足

している点として，「ごみ出

しや分別，資源回収の状況」

とする市民が 5割を超えお

り，「ごみの分別やごみ出し

の日時を守っている」市民の

割合は 97.7％と高い。 

 

・ごみの分別や省エネ行動など

身近な環境配慮行動が根付

いてきており，引き続き，よ

り多くの市民に環境配慮行

動の維持・定着を図ることが

必要 

 

 

・事業者が自身で取り組むべき

環境施策として，大規模・中

小規模事業者ともに「事業活

動から出る廃棄物の削減や

リサイクルの推進」を考えて

いる。 

 

・また，中小規模事業者におい

ては，「事業活動から出る廃

棄物の削減」や「排出物の浄

化や有害物の適正管理」など

に取り組んでいる割合が 5

年前と比べ増加しており，引

き続き，より多くの事業者に

資源循環に配慮した行動の

維持・定着を図ることが必要 

 

ウ．環境配慮

行動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ．リサイクル

の推進 

 

 

 

 

 

 

オ．廃棄物の

削減や適正管

理 

・事業系ごみの減量化・資源化

を進める中では，事業者への

分別指導の強化や，事業者と

連携した取組の強化が必要 

 

・事業者がリデュース・リユー

スの取組みを推進しやすい

社会システムの検討が必要 

 

・バイオマスタウン構想を軸

に，バイオマスの利活用や資

源循環の推進に向けた仕組

みの検討が必要 

 

・人やものを大切にする「もっ

たいない」運動の推進によっ

て，ごみの分別やごみ出しな

ど，もったいない精神に基づ

いた環境配慮行動が定着し

てきている。 

オ．廃棄物の

削減や適正

管理（再掲） 

 

 

 

 

 

 

 

カ．再生可能

エネルギー

の利活用 

 

キ．資源循環 

 

ク．もったいな

い精神 

・市の地域特性に応じて，循環

可能な資源はなるべく地域

内で循環させるため，最適な

規模の「地域循環圏」を構築

することが重要 

カ．地域循環 

 

・ 事業系ごみの減量化・資源化を進

める中では，廃棄物そのものの削減

や，資源循環へと促すサイクルの構

築や環境配慮行動の推進が必要 

 

ア，イ，ウ，エ，オ，カ，キ 

 

・循環可能な資源はなるべく地域で

循環させる「地域循環圏」の形成

に向けて，事業者などが取り組みや

すい社会システムを，事業者などと

連携・協力しながら構築することが

必要 

 

ア，イ，エ，カ，キ 

 

・本市独自の環境政策である「もっ

たいない」運動に引き続き取り組

み，ごみの削減やリサイクルなど

市民や事業者における環境配慮行

動の更なる浸透が必要 

 

ア，イ，ウ，エ，オ，ク 
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③ 調和と共生 

前期計画の評価 アンケート調査結果 地域特性 関連動向 
まとめ 

現状と課題等 キーワード 現状と課題等 キーワード 現状と課題等 キーワード 現状と課題等 キーワード 

・環境目標である「生物多様

性の意味を知っている市民

の割合」は減尐を続けてい

るとともに，「生物多様性の

保全対策の推進」に係る取

組も遅れていることから，

取組の強化や見直しが必要 

 

・「事業者と連携した生活環境

保全対策の推進」について

は，環境目標である「環境

協定締結事業者数」が未達

成であり，取組の強化や見

直しが必要 

 

 

ア．生態系の

保全 

 

 

 

 

 

 

イ．事業者と

連携した環

境の保全 

 

 

・環境都市の姿として「大気や

水の汚染など公害のない安

全で安心な生活環境が確保

されているまち」を望む声が

高い 

 

・身近な環境として，「静かさ」

や「空気のきれいさ」への満

足度が高い 

 

・市の環境施策として，都市空

間の快適さを象徴する都市

緑化や緑地の保全へのニー

ズが非常に高い 

 

 

ウ．水・大気

環境の保全 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ．緑化によ

る快適な都

市空間と緑

地の保全 

・低密度な市街地の拡大や，耕

作放棄地の増加による農地

の多面的な機能の喪失，空き

家の増加に伴う景観や安全

への悪影響を抑制するため，

コンパクトシティ化等によ

る都市と自然との調和や農

地・空き家等の適正管理が重

要 

 

・温暖化による農作物への影響

や雨水の集中的な流出，ヒー

トアイランドなどに対応で

きるよう，都市部の緑化や緑

地の保全・創出が必要 

 

・多様な動植物の生息・生育環

境を維持できる面的な空間

形成を行うため，都市開発や

農業と連携した対策が必要 

 

・自動車依存による大気汚染物

質の増加に対応するための

分野横断的に対応する施策

の検討が必要 

オ．安全・安

心 

 

カ．都市部と

農村部の調

和と適正管

理 

 

 

 

 

エ．緑化によ

る快適な都

市空間と緑

地の保全

【再掲】 

 

ア．生態系の

保全【再掲】 

 

 

 

ウ．水・大気

環境の保全

【再掲】 

 

 

 

・市の都市部，農村部等の特性

に応じて，都市公園や河川，水

田などによる水と緑のネット

ワークを形成し，生態系ネット

ワークの形成促進が必要 

 

・２２世紀に向けたビジョンと

して，自然環境と人々の暮ら

し・生物の営みを将来的に持

続可能とするため，エネルギ

ーや物質，生態系などの自然

の循環の力を上手に利用し，

自然や動植物とともに生き

ていく「循環共生型社会」が

示されている 

 

キ．水と緑のネ

ットワーク 

 

ア．生態系の

保全【再掲】 

 

ク．持続可能な

循環共生型社

会 

・ 自然の循環の力を利用しながら，自

然や動植物とともに生きる「循環共

生型社会」を目指して，都市と自然

の調和や生態系の保全等に取り組

むことが必要 

 

ア，カ，キ，ク 

 

・ 温暖化による気候変動や市街地の

無秩序な拡大，耕作放棄地や空き

家の増加などに対応するため，コン

パクトシティ化に併せて，都市部と農

村部の調和や適正管理，都市緑

化，水と緑のネットワーク形成が必

要 

 

エ，カ，キ 

 

・ 市民や事業者のニーズや地球温暖

化の影響を踏まえ，快適で安全な生

活を支えることができる生活環境の

実現や，緑化による快適な都市空

間の形成，緑地の保全に取り組むこ

とが必要 

 

イ，ウ，エ，オ 

 

・ 自動車依存による大気汚染に対応

するため，環境負荷の少ない公共

交通ネットワークの構築や多様なモ

ビリティの連携など，自動車依存社

会からの転換を図ることが重要 

 

イ，ウ 
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④ 推進基盤 

前期計画の評価 アンケート調査結果 地域特性 関連動向 
まとめ 

現状と課題等 キーワード 現状と課題等 キーワード 現状と課題等 キーワード 現状と課題等 キーワード 

・環境目標である環境学習セ

ンターの環境講座への参加

者数や家庭版環境ＩＳＯ認

定家庭数は，計画以上に進

捗しており，今後は，学ん

だことを地域で活かすこと

のできる仕組み作りなど，

市民や事業所による環境保

全活動の促進が必要 

ア．学んだこ

とを生かす

人づくり 

 

イ．市民・事業

者・行政の

連携 

・自宅での省エネ行動やゴミ出

し，買い物に関する環境配慮

行動，地域ぐるみの清掃活動

などへの参加割合は高い 

 

・市民（特に青年層）や事業所

における環境保全活動や環

境学習への参加・参画割合が

低く，これらに参加する場の

創出や啓発が必要 

 

・環境都市の姿として，環境教

育等により人材が育成され，

市民が環境保全活動や環境

配慮行動を積極的に行うこ

とへの関心が高い 

 

・環境マネジメントを実施する

事業者の割合が低く，事業者

に対する普及啓発が必要 

 

 

ウ．もったいな

いの精神 

 

エ．市民協働

による環境

保全活動 

 

ア．学んだこと

を生かす人

づくり【再掲】 

 

イ．市民・事業

者・行政の

連携【再掲】 

・北関東有数の経済拠点及び

人・もの・情報が集積し，交

流する拠点として，広域的な

中心性，中枢性がある 

 

・古い歴史や伝統文化，里山，

河川はもとより，文化施設や

商業施設の集積など，地域ご

とに多様な文化的資源や自

然環境，都市環境を有してお

り，これらの地域資源や地域

特性を生かしていくことが

必要 

 

・宇都宮市独自の取組として，

ひと・もの・まちを大切にす

る「もったいない運動の推

進」に取り組んでおり，より

一層の定着を図ることがで

きるよう，機運の醸成が必要 

 

・地域団体等が一体となって地

域づくりを担う基盤が形成

されていることから，市民協

働の取組を通して，地域主導

による環境保全活動の充実

強化を図る必要がある 

 

・住みよさ（安心度，利便度，

快適度，富裕度，住居水準充

実度）ランキング１位であ

り，総合的な都市力がある 

オ．広域的な

中枢性や先

導性 

 

 

カ．地域資源

の活用 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．もったいな

いの精神

【再掲】 

 

 

 

 

エ．市民協働

による環境

保全活動

【再掲】 

 

 

 

キ．総合的な

都市力の向

上 

・安全の確保（環境リスクの低

減）を前提とした低炭素・資

源循環・自然共生の各分野が

統合的に達成されている社

会の構築が重要 

 

・２２世紀に向けたビジョンと

して，自然環境と人々の暮ら

し・生物の営みを将来的に持

続可能とするため，エネルギ

ーや物質，生態系などの自然

の循環の力を上手に利用し，

自然や動植物とともに生き

ていく「循環共生型社会」が

示されている 

 

・環境・経済・社会の更なる統

合的向上を目指し，低炭素・

資源循環・自然共生の連携だ

けではなく，都市政策や教

育，医療・健康政策等の各分

野と連携した戦略展開が極

めて重要 

 

・宇都宮市の将来の都市空間の

姿として掲げる，ネットワー

ク型コンパクトシティを踏

まえながら，低炭素・循環利

用・自然共生を統合的に達成

する取組を検討する必要が

ある。 

 

・経済や人・もの・情報に係る

国際化の影響を踏まえて，環

境政策に生かす視点が重要 

 

ク．安全安心な

生活環境 

 

 

 

 

ケ．持続可能

な循環共生

型社会 

 

 

 

 

 

 

 

コ．分野横断

的な連携 

 

 

 

 

 

 

サ．コンパクト

なまちづくり

との連携 

 

 

 

 

 

シ．国際化へ

の対応 

・ 地域の環境向上のために，学んだ

ことを地域で生かしたり，地域ぐるみ

でもったいない運動に取り組んだり

するなど，市民や事業者と連携した

環境学習や人材の育成，環境保全

活動の促進が必要 

 

ア，イ，ウ，エ 

 

・ 地域資源を活用しながら，低炭素・

資源循環・自然共生だけではなく，

経済の活性化や地域コミュニティの

再生・強化，健康づくり，文化の継

承など，環境・経済・社会が統合的

に向上させていく視点が重要 

 

オ，カ，キ，ク，ケ，コ 

 

・ コンパクトなまちづくりが進む中にお

いて，持続可能な循環共生型社会

を目指すことができるよう，環境リス

クの低減を図った安全な生活の確

保を第一としながら，様々な分野を

横断的に統合した大局的な環境負

荷低減策の検討が必要 

 

オ，キ，ク，ケ，コ，サ，シ 

 

 

 

 

 

 

 

 


